








小児の心理発達を研究することにより,母子相互作用の臨床的意義を明らかにすることを

目的として,以下のような構成により研究班を組織した。 

この研究班により,胎児期から小児期にかけての小児の心理発達における母子相互作用の

影響を明らかにするとともに,都会のみでなく過疎地域や離島における育児の実態や,母子

分離を余儀なくされる未熟児や心身障害児の母子相互作用の特殊性を究明するための研究

を施行して以下のような研究結果を得た。 


